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化祭芸術洗関 昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
2
回
大
洗
町
芸
術
文
化
但
在
あ

た
か
も
、
深
み
ゆ
く
秋
を
惜
し
む
か
の

よ
う
に
、
去
る
日
月
2
臼
か
A
U
H
日
ま

で
の
期
間
、
美
術
・
書
道
・
写
真
・
い

け
ば
な
・
短
歌
な
ど
の
展
示
部
門
を
皮

切
り
に
、
音
楽
・
詩
吟
・
民
謡
・
日

舞
・
茶
会
・
句
会
・
な
ど
各
部
門
毎
に

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は

7
日
現
在
で
延
5
5
0
0人
を
超
え
、

昨
年
の
約
5
倍
に
ま
で
達
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文

化
に
対
す
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
深
い
関

心
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
も
の

で
、
関
係
者
も
嬉
し
い
ひ
め
い
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
特
に
か
文
化
の

au
の

3
目
、
震
一
変
百
場
に
は
2
5
0
0人
の

み
な
さ
ん
が
ひ
き
も
き
ら
き
ず
来
場

し
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
が
、

親
子
づ
れ
で
こ
ら
れ
た
人
達
が
そ
の
賑

ぎ
や
か
さ
の
中
に
、
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

混@

日連

秋
は
ま
だ
、
祭
の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
h
u
、
全
国
各
地
か
ら
賑

や
か
な
祭
h
u
の
便
h
u
が
と
ど
け

ら
れ
て
い
ま
す
o
去
る
日
月
3

日
(
文
化
の
日
)
、
当
町
で
も

門
出
年
の
費
以
来
久
方
ぶ
り
に
祭

り
が
復
活
し
、
町
民
の
闘
で
好

評
を
よ
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

観
光
地
で
も
あ
り
、
年
1
回
の

町
の
祭
h
u
が
欲
し
い
と
い
う
気

還
の
高
ま
h
y
の
中
で
、
商
工
会

が
主
催
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
祭
h
u

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
磯
節
お
ど
り
パ
レ
ー

ド
に
は
地
元
婦
人
団
体
、
磯
節
保
存
会

な
ど
の
ほ
か
、
畑
村
婦
人
会
ま
で
が
参

加
し
て
、
か
わ
い
い
5
才
の
幼
児
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
の
み
な
さ
ん
が
、
は
な

や
か
な
踊
D
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
呼
び
も
の
の
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
大

会
で
は
約
加
万
円
の
売

D
上
げ
が
あ

h
u
、
商
工
会
で
は
こ
れ
を
そ
っ
く
D
町

の
善
意
銀
行
に
寄
附
し
、
ま
た
、
の
ど

自
慢
大
会
で
は
朗
人
の
み
な
さ
ん
が
日

頃
自
慢
の
の
ど
を
聞
か
せ
た
り
、
商
盾

街
で
は
白
頭
ピ
ッ
ク
リ
市
が
賑
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。
祭
h
y
終
了
後
町
民
の
間

で
は
、
毎
年
続
け
て
欲
し
い
、
も
う
一

つ
全
町
的
な
盛
h
y
上
h
u
が
欲
し
い
、
仮

装
行
列
な
ど
も
加
え
て
は
、
な
ど
井
祭

h
y
行
事
に
積
極
的
な
声
も
さ
さ
や
か
れ

て
い
ま
し
た
。



(2) 第 79号し通らあおお昭和引年 11月15日

二
十
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
を
得
ま
す
が
、
同
時
に
義
務
も
課
せ
ら
れ
ま
す
o

老
後
の
生
活
や
思
わ
ぬ
事
故
に
備
え
て
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
人
は
国
民
年
金
、
会
社

員
は
厚
生
年
金
、
公
務
員
は
共
済
組
合
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

又
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
方
は
、
希
望
に
よ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

若
い
と
一
き
は
体
力
も
あ
り
、
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
歳
を
と
る
に
つ
れ
て
気
持
が
弱
く
な

り
、
身
体
も
無
理
が
で
き
な
く
な
D
ま
す
。
老
後
が
近
づ
い
て
、
気
づ
い
た
時
は
も
う
遅
く
、
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
o
若
い
と
き
か
ら
考
え
て
こ
そ
、
豊
か
韮
蓄
が
お
く
れ
ま
す
o

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
方
も
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o
も
し
ご
主
人
が
不
慮
の
災
害
に
あ
っ

た
場
合
、
保
績
に
加
入
し
て
い
る
と
、
年
金
が
生
活
の
一
助
と
な
り
力
強
い
も
の
で
す
。

加
入
の
手
続
は
簡
単
で
す
o
印
鑑
を
持
参
の
上
、

ごぞんじですか

議;
一つ咲き幸せの花が年金で

主

九

月

需

議

会

昭

和

閉

山

年

度

各

会

一

一

一

一

則

の

決

算

を

認

定

昭
和
臼
年
第
五
回
大
洗
町
議
会
は
九

月
二
十
二
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
四
日

間
と
決
め
た
後
、
専
決
処
分
の
南
中
防

音
改
造
工
事
請
負
契
約
の
報
告
、
町
道

路
線
の
一
部
改
変
、
支
所
設
置
条
例
の

廃
止
の
こ
と
な
ど
を
可
決
し
、
続
い
て

昭
和
田
年
度
一
般
会
計
及
び
、
各
種
特

別
会
計
の
決
算
が
議
題
に
供
さ
れ
、
詳

細
審
議
が
行
な
わ
れ
た
o
今
期
定
例
会

に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。付

議
事
件

。
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
o

要
旨
町
立
南
中
学
校
の
防
音
改
造
第

一
期
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
-
、
専

決
処
分
し
た
こ
と
の
承
認
や
求
め
た

も

の

で

あ

る

。

(

承

認

)

。
町
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
。

要
旨
磯
浜
町
字
東
光
台
地
内
、
同
町

矢
の
白
地
内
、
同
町
松
台
望
地
内
の

展一一理輯工事通区西

町
道
の
一
部
分
に
つ
い
て
改
変
し
た

も
の
で
あ
る
0

(

原
案
可
決
)

O
大
洗
町
役
場
支
所
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
0

0
大
洗
町
課
設
箇
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
。

要
旨
愛
海
支
所
の
廃
止
に
と
も
な
い

本
条
例
の
廃
止
と
、
こ
れ
に
と
も
な

い
諜
設
箇
条
例
中
の
支
所
に
関
す
る

こ
と
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
原
案
可
決
)

。
昭
和
印
年
度
大
洗
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

。
昭
和
田
年
度
大
洗
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

。
昭
和
問
年
度
大
洗
町
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算

〈
〉
昭
和
印
年
度
大
洗
町
地
方
卸
売
市
場

冷
凍
冷
蔵
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

。
昭
和
田
年
度
大
洗
町
農
業
共
済
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
。
判
持
問
日
明

。
昭
和
田
年
度
東
茨
城
郡
内
町
村
及
び

a
f
〈

一
郎
事
務
組
合
公
平
委
員
会
特
別
会
可

計

歳

永

歳

出

決

算

一

言

日

各

会

計

と

も

年

度

間

の

予

算

執

鎌

一

ご

存

じ

で

す

か

行
に
と
も
な
う
決
算
で
あ
る
o

関

一

あ

な

た

の

(
各
会
計
と
も
原
案
認
定
)
判
沌
一

。

教

裏

員

会

委

員

の

任

命

に

つ

い

て

。

畳

一

圏

税

モ

嬰
旨
任
期
満
了
に
と
も
な
う
委
員
の

f
l
一

任
命
に
つ
い
て
の
同
意
で
あ
る
o

税
金
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
お
一
そ
の
一
部
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、

関
昭
一
郎
氏
(
任
期
満
了
に
よ

D
退
任
)
聞
き
し
て
税
務
行
政
ぞ
更
に
改
善
す
る
一
公
立
の
小
・
中
学
校
の
先
生
の
給
料
、

梶
尾
馨
氏
(
新
任
)
た
め
に
、
税
務
署
で
は
国
税
モ
ニ
タ
ー
一
校
舎
の
建
設
、
教
科
書
の
配
布
、
学
校

猿

自

治

氏

(

再

任

)

を

委

婚

し

て

お

D
ま
す
o

一
給
食
な
ど
の
費
用
は
、
国
と
都
道
府
県
、

(
原
案
同
意
)
国
税
モ
ニ
タ
ー
は
、
税
務
署
の
仕
事
一
市
町
村
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
文
部
省

。
昭
和
田
年
度
大
洗
町
土
地
開
発
公
社
を
客
観
的
な
立
場
か
ら
な
が
め
て
意
見
一
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
時
年
度
に
国

事
業
の
決
算
報
告
(
報
告
済
)
を
述
べ
た
hu、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
一
と
地
方
公
共
団
体
で
負
担
し
た
生
徒
一

〈
〉
地
方
議
会
議
員
半
数
改
選
制
反
対
に
要
望
そ
し
て
活
情
を
器
く
な
ど
、
納
税
一
人
当
り
の
教
育
費
は
、

関

す

る

決

議

者

と

税

務

箸

の

パ

イ

プ

空

」

し

て

活

躍

一

小

学

生

二

六

七

、

0
0
0円

要
旨
地
方
制
度
調
査
会
が
、
地
方
議
し
て
い
ま
す
o

一

中

学

生

三

O
六、

0
0
0円

員
の
半
数
改
選
制
を
地
方
議
員
の
反
お
気
軽
に
国
税
モ
ニ
タ
ー
を
御
利
用
一
高
校
生
一
二
六
八
、

0
0
0円

対
ぞ
冊
押
し
切
っ
て
閣
に
対
し
答
申
し
く
だ
さ
い
。
身
近
に
い
る
国
税
モ
ニ
タ
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
反
対

l
は
次
の
方
で
す
。

決
議
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
坂
本
英
彦
氏
(
月
の
井
酒
造
底
)

。

継

続

審

査

事

件

土

東

茨

城

郡

大

洗

町

磯

浜

六

一

一

一

八

葬
具
に
間
関
す
る
陳
情

要
旨
町
営
に
よ
る
祭
壇
な
ど
葬
具
設

備
や
)
求
め
る
も
の
。
(
採
択
)

昭
和
四
十
八
年
を
初
年
度
工
事
と
し

て
、
昨
五
十
年
度
末
施
工
紫
計
額
は
一
一

億
五
五
百
万
円
と
な
り
関
係
権
利
者
及

び
関
係
者
の
御
協
力
・
御
支
援
を
得
て

漸
く
順
調
な
軌
道
に
乗
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
は
五
十
年
度
整
地

々
区
の
路
盤
造
成
工
事
・
側
溝
排
水
施

設
工
事
を
始
め
と
し
て
、
移
転
関
連
、
セ

鉄
道
関
連
工
事
を
進
歩
す
る
こ
と
と
し
、

駅
裏
南
区
及
び
駅
前
中
央
幹
線
十
六
米

計
画
街
路
の
実
施
設
計
を
完
了
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

尚
本
年
度
工
事
施
工
状
況
及
予
定
概

要
は
友
記
の
と
お
h
y
で
あ
hν

ま
す
。

。 工 事 名 区間街路新設及ぴ排水管渠伏設工事

工 事 内 容 巾 員 6.0m 延長470.18m

巾員 8.0m 延長211.58m

排水管渠伏設工事延長309.892m 

鈴縫工業K.K
自S51. 7. 2-至S51.11. 8 

請負業者名

時期

区画街路新設工事

巾良6.0m 延長552.476m 

K.K大貫工務j苫

自S51. 7. 2-至S51. 10. 7 

排水工事

延長44.50m

鈴縫工業K.K
自S51. 6. 21-歪 S51β30 

苦
し
い
と
き
は

遠
麗
せ
ず

気
軽
にお

い
で
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
老
一
け
て
い
る
と
き
。
一

後
の
生
活
や
思
わ
ぬ
事
故
に
そ
な
え
て
一

2
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
一

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
け
て
い
る
と
き
。
一

す
o
し

か

し

、

長

い

人

生

の

聞

に

は

、

一

申

請

免

除

一

予
期
し
な
い
災
難
や
生
活
が
苦
し
く
、
一

1
所

得

が

な

い

と

き

。

一

保
険
制
科
研
納
め
た
く
と
も
納
め
ら
れ
な
一

2
被
保
険
者
又
は
家
族
が
生
活
扶
助
以
一

い
こ
と
も
あ
D
ま
す
o
こ
の
よ
う
な
と
一
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。
一

ぎ
に
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
一

3
保
険
制
特
を
編
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
一

あ
D
ま

す

。

こ

の

制

度

に

は

法

定

免

除

一

き

。

一

と
、
申
議
免
除
が
あ
h
y
ま
す
。
一
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
を
一

但
し
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
属
聞
は
一
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
人
が
、
そ
の
後
一

織

強

恕

器

製

税

政

一

生

活

に

余

裕

が

で

き

た

と

き

同

盟

一

納

税

組

合

に

加

↓

ん

し

ま

し

ょ

う

な
D
ま

す

。

一

前

ま

で

さ

か

の

ぼ

っ

て

そ

の

当

時

の

保

一

法
定
免
除
一
一
院
制
特
の
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
一
納
税
や
保
険
料
を
一
度
に
納
め
る
こ
-
日
頃
か
ら
心
掛
け
て
、
滞
納
を
し
な
い

1
障
害
年
金
又
は
母
子
福
祉
年
金
を
受
一
す
o

-

と
は
、
ど
な
た
も
容
易
で
あ
D
ま
せ
ん
。
一
ょ
う
、
組
合
に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

)

)

)

)

)

)

)
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川
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)
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人

人

人

人

人
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円

円

円

円
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川

円

円

円

円
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叩
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叩

叩
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n
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凸
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凸
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凸
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凸
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耐

川
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。工事名

工事内容

請負業者名

時期

。 工 事 名

工事内容

請負業者名

時期

14街区及ぴ15街区整地工事

切土運搬敷均 3195.0m' 

表土敷均 720.0m' 

鈴縫工業K.K
自S51. 6.21-至 S51. 6. 30 

換地街路8号線新設及び地下水処理工事

巾員4.0m 延長62.916m

地下水処理210.0m

請負業者名 鈴縫工業K.K
時期自 S51. 8. 13-~ S 51. 10. 11 

。 工 事 名

工事内容

請負業者名

時期

。 工 事 名

工事内容

i
中

J
i々

d
ロ
本
人
に
欠
か
せ
ぬ
お
茶
。

「
お
茶
を
ど
う
ぞ
f
」
:
:
:
仕
事
で

疲
れ
た
時
や
人
と
一
会
う
持
に
、
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
く
ら
い
飲
ま
れ
私
た
ち
の

暮
し
に
と
っ
て
、
お
茶
は
欠
か
せ
な
い

も
の
の
一
つ
で
す
o
日
本
の
風
土
に
合

っ
た
お
茶
は
、
独
特
の
渋
味
の
中
で
ほ

の
か
な
甘
さ
や
は
ぐ
く
ん
で
い
て
私
た

ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
初
め

て
会
5
入
間
士
で
も
、
お
茶
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
作
り
出
す
こ
と

が
多
く
、
日
本
人
の
生
活
の
中
に
深
く

溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

お
茶
と
同
じ
よ
う
に
、
生
活
に
欠
か

せ
ぬ
も
の
に
税
金
の
働
き
が
あ
h
y
ま
す
。

私
た
ち
が
社
会
共
通
の
会
費
と
し
て

納
め
る
税
金
は
、
暮
し
の
中
で
大
切
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

換地街路6号線及び 7号線新設工事

6号線巾員4.0m 延長44.435m

7号線巾員4.0m 延長39.306m

K.K大貫工務鹿

EI S 51. 8. 14-歪 S51. 10. 30 

整地及び関連工事(19.20街区)

土工 13.488m'

路盤工 985.7m' 

排水工 299.08m 

K.K田口工務底

自S51.11. 1-至S52. 2. 8 

。 工 事 名

工事内容

。 工 事 名

工事内容

請負業者名

時期

議負業者名

時期

， 
J 

、

造成工事情ー 2ブロック)

土工 2.284.0m' 

菊池工務庖

自S51.11. 1-至52. 1. 10 

。 工 事 名

工事内容

請負業者名

時期

一一
タ

納
税
で

明
る
く
育
つ
わ
が
都
土

(
中
学
生
標
語
)

円…一
m

nu 
n
u
 

nu 

守

r
n
コ

262，000円

協楊謹鰭掲額鶴磁臨鶴麗翻趨縮纏密密鱒鰭醐磁趨鶴鏑醸諮問1:1;閣制自lI];;閤

218，000門

障醤醤盤盤盤麗灘燈露盤盤選盛組組超越

土留擁壁工事 (i国沼川)

延長 80m 

区画街路1号線舗装工事

巾員8.0m 延長15∞m

10街区聖基地工事

4，000m' 

。 工 事 名

工事内容

。 工 事 名

工事内容

。 工 事 名

工事内容



青
少
年
の
た
め
の

昭和51年 11F.l15臼

社
会館

11 

し通

青
少
年
に
好
ま
し
く
な
い
社
会
環
境

巻
町
民
総
ぐ
る
み
で
浄
化
を
は
か
り
、

健
康
で
明
る
い
青
少
年
を
育
成
す
る

「
育
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄
化
運

動
」
を
展
開
し
て
お
h
y
ま
す
o

こ
れ
ら
の
運
動
の
推
進
?
と
実
効
を
期

す
る
た
め
、
去
る
十
月
八
日
大
洗
町
役

場
に
お
い
て
、
地
域
青
少
年
育
成
者
及

び
関
係
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
「
青
少

年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄
化
懇
談
会
」

が
聞
か
れ
ま
し
た
o

こ
の
懇
談
会
は
、
大
洗
町
青
少
年
育

成
会
議
(
加
藤
清
会
長
)
、
大
洗
町

青
少
年
栢
談
員
連
絡
協
議
会
(
高
柳

清
会
長
)
が
主
催
し
た
も
の
で
す
o

当
日
は
、
青
少
年
育
成
会
議
役
員
、

青
少
年
相
談
員
、
関
係
業
者
(
書
信
、

遊
技
場
、
金
物
居
、
理
容
居
、
美
谷

広
)
指
導
助
一
言
者
と
し
て
、
茨
城
県
関

係
者
等
約
四
十
名
が
出
席
い
た
し
ま
し

た
o開

会
は
、
青
少
年
育
成
会
議
副
会
長

吉
川
賢
一
郎
氏
、
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
々
長
高
柳
清
氏
よ
り
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、

本
運
動
の
趣
旨
説
明
と
協
力
要
請
等
が

あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
現
在
展
開
中
の
運
動

(
有
害
な
出
版
物
の
一
一
一
な
い
運
動
寸
買

わ
な
い
」
「
見
せ
な
い
し
「
置
か
な
い
」

らあおお

主謹晶

玉誌の

第 79号

婦人学

(3) 

的

11 

有
害
広
告
物
の
三
な
い
運
動
「
出
さ
な

い
」
「
貸
さ
な
い
」
「
ば
ら
せ
な
い
し
、

そ
の
他
有
害
環
境
の
発
見
通
報
)
の
実

効
を
期
す
だ
め
の
推
進
策
の
テ
l
マ
を

中
心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
o

こ
の
中
で
は
、
有
害
環
境
の
発
見
通

報
体
系
と
措
置
、
俗
悪
テ
レ
ビ
番
組
の

問
題
、
雑
誌
自
動
販
売
機
の
問
題
、
シ

ン
ナ
ー
乱
用
の
問
題
な
ど
数
多
く
の
質

疑
や
問
題
の
提
起
が
あ
り
活
発
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
当
町
内
に
設
置
さ
れ
↑
雑
誌

自
動
販
売
機
二
台
が
、
青
少
年
相
談
員

の
活
動
と
、
設
霞
先
の
商
脂
主
の
ご
協

力
に
よ
D
撤
去
さ
れ
た
事
例
、
更
に
は

そ
の
後
、
設
置
さ
れ
た
四
台
の
雑
誌
自

動
販
売
機
が
、
い
ず
れ
も
青
少
年
相
談

員
の
活
動
と
、
商
后
主
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
撤
去
に
至
っ
た
報
告
が
あ
り
、
出

席
者
の
感
心
争
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
等
を
取

扱
っ
て
い
る
販
売
業
者
か
ら
は
、
シ
ン

ナ
ー
、
接
着
剤
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

注
意
し
、
特
に
青
少
年
に
は
販
売
し
な

い
、
購
入
者
の
住
所
、
一
氏
名
を
聞
い
て

販
売
し
て
い
る
等
協
力
的
な
怠
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
o
そ
の
他
、
磯
浜
小
P
T

A
で
は
、
社
会
環
境
浄
化
活
動
の
一
環

と
し
て
、
通
字
路
の
点
検
ぞ
実
施
し
て

い
る
等
積
極
的
な
活
動
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
o

本
運
動
の
推
進
を
は
か
る
ラ
え
で
、

法
規
制
の
で
き
な
い
現
在
、
非
常
に
困

難
性
は
あ
る
o
し
か
し
、
青
少
年
自
身

は
も
と
よ
り
、
青
少
年
を
と
D
ま
く
総

て
の
大
人
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
真

剣
に
と
り
組
む
こ
と
に
よ
り
効
果
が
得

ら
れ
る
等
の
指
導
助
言
が
あ
り
ま
し

た
o
育
少
年
の
健
や
か
な
育
成
を
願
っ

て
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
も
、
出
席
者
の

熱
心
な
意
見
交
換
に
よ
り
大
変
有
意
義

に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
o

関
係
者
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
本
運
動
が
一
層
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。※
社
ム
麗
境
浄
化
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ

B
U
V
 

一
、
害
届
、
雑
誌
委
託
販
売
腐
(
雑
誌
、

週
羽
誌
等
を
路
頭
に
陳
列
し
て
い

る
脂
)
で
は
・
・
:
青
少
年
に
と
っ

て
、
有
害
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
雑

誌
、
週
刊
誌
等
は
、
青
少
年
の
娘

に
直
媛
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
設
置

場
一
院
を
選
定
す
る
o
で
き
れ
ば
、

青
少
年
と
一
般
成
人
向
け
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
区
分
販
売
に
つ
い

て
考
慮
す
る
o

一
、
理
(
美
)
容
后
、
一
病
(
医
)
院
、

喫
茶
居
、
飲
食
盾
等
で
は
・
:
・
青

少
年
に
と
っ
て
、
有
害
と
思
わ
れ

る
雑
誌
、
週
刊
誌
等
は
、
待
合

室
、
鹿
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
す

る。

、
酒
類
、
た
ば
こ
販
売
脂
、
シ
ン
ナ

ー
、
俊
一
窟
剤
等
取
扱
居
(
金
物

底
、
文
具
后
等
)
で
は
・
:
・
青
少

年
に
対
す
る
販
売
に
は
特
に
注
意

す
る
。

、
遊
技
場
、
喫
茶
脂
、
飲
食
庖
等
で

は
・
:
・
青
少
年
の
出
入
り
に
は
、

常
に
注
意
し
、
青
少
年
の
た
ま
り

場
に
な
ら
な
い
よ
}
コ
特
に
注
意
す

る
o

日赤社費募集

ご協力ありがとう

ございました

費総額

1思惑

地
域
勤
労
青
年
の
学
習
意
欲
を
一
一
筒

め
、
併
せ
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
大
洗
町
青
年
教
室
の
開
講
式

が
去
る
十
月
十
五
日
大
洗
町
役
場
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
に
は
、
夜
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
学
習
意
欲
旺
盛
な
勤
労
青
年
男
女
一
一
一

十
余
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
大
洗
町
教
育
委
員
会

猿
田
教
育
長
よ

D
、
現
代
社
会
に
適
応

す
る
た
め
の
生
涯
教
育
(
自
己
学
習
)

の
必
要
性
、
青
年
期
の
役
割
と
地
域
青

年
へ
の
期
待
な
ど
受
講
生
に
対
す
る
激

励
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
o

続
い
て
、
受
講
生
全
員
に
よ
る
自
己

紹
介
、
年
間
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

新
一
教
育
委
員
に
梶
田
埼

民

猿
開
治
教
育
長
拡
再
任

大
洗
町
教
育
委
員
会
の
委
員
と
し
て

昭
和
四
十
五
年
よ
り
活
隠
さ
れ
大
き
な

足
跡
を
の
こ
さ
れ
た
関
昭
一
郎
氏
が
、

こ
の
た
び
任
期
満
了
と
な
り
お
や
め
に

な
り
ま
し
た
o

そ
し
て
新
ら
た
に
梶
尾
馨
氏
が
選
任

さ
れ
、
去
る
九
月
の
町
議
会
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

梶
尾
氏
は
永
い
聞
本
町
役
場
に
勤
務

さ
れ
、
出
納
宅
長
や
総
務
課
長
、
厚
生

課
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
人
格
識
見
と

も
に
教
育
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方

で
あ
り
、
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
o

な
お
教
育
長
猿
田
治
氏
は
、
前
教
育

長
後
藤
文
氏
の
残
任
期
闘
が
九
月
一
二
十

日
で
、
任
期
満
了
と
な
h
y
ま
し
た
が
、

十
月
一
日
に
そ
の
ま
ま
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

永
い
間
の
学
校
教
育
の
経
験
ぞ
持
つ

猿
田
氏
の
、
今
後
の
本
町
教
一
脅
に
於
け

る
教
育
長
と
し
て
の
ご
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
あ
り
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
今
日
の
課
題
で
も
あ

る
「
余
暇
時
代
の
過
し
方
と
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
」
と
麗
し
、
常
陸
太
田
市
の

大
森
真
一
先
生
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
o
出
席
さ
れ
た
受
講
生
全
員
が

終
始
一
貫
熱
心
に
聴
講
さ
れ
、
第
一
回

の
青
年
教
室
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

き
こ
の
教
室
は
、
来
年
三
月
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
受
講
生
全
員
が
全
課
程

を
修
了
し
、
相
互
の
交
流
が
一
層
深
め

ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
o

な
お
、
今
後
受
講
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
電
話
同
五

一
一
一
内
線
七
二
)
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ

》

ν

開

去
る
五
月
よ
D
実
施
し
ま
し
た
昭
和

五
十
一
年
度
臼
本
赤
十
字
社
一
般
社
費

募
集
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
皆
様
と
町

内
会
長
さ
ん
m
U
ご
協
力
に
よ
D
、
次
の

成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
o

社
費
総
額
二
五
八
回
、
九
O
O円

(
昭
日
・

m-m臼
現
在
)

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
日
赤
県
支
都
を

通
じ
、
災
筆
以
護
、
血
液
事
業
、
看
護

講
留
、
看
護
婦
養
成
等
各
種
の
赤
十
字

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
町
全
体
の

ご
婦
人
か
ら
募
集
し
、
誰
で
も
勉
強
で

き
る
「
婦
人
学
級
」
ぞ
設
け
て
い
ま
す
o

学
級
は
、
年
間
八
回
か
ら
九
回
、
月

一
回
、
婦
人
生
活
に
必
要
な
各
穏
の
勉

強
そ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
こ
と
し
第
四
回
目
の

勉
強
の
横
様
で
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
く
な
っ
た
「
電
気
」
に
つ
い
て
の
勉

強
で
す
。

婦
人
学
級
は
、
今
年
度
は
、
あ
と
五

回
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

学
級
に
は
い
り
た
い
方
は
、
来
年
度

の
学
級
生
募
集
に
、
是
非
応
じ
て
く
だ

さ
い
。

日
赤
特
則
澗
桂
同
県

新
た
に
十
六
名
加
入
し
ま
し
た

特
別
社
費
一
一
十
七
万
一
一
千
円

昭
和
五
十
一
年
度
に
於
て
新
た
に
次

の
事
業
所
代
表
の
方
々
が
日
本
赤
十
字

社
特
別
社
員
と
し
て
ご
加
入
下
さ
り
ま

し
た
o
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
安
政
次
、
梶
間
貞
夫
、
一
向
野
回
目
、

加
部
東
延
浩
、
関
根
米
一
二
、
和
田
俊
雄
、

加
藤
清
次
郎
、
海
野
一
夫
、
須
田
虎
男
、

竹
内
成
一
、
宇
佐
美
武
志
、
鈴
木
実
、

石
井
藤
吉
郎
、
安
蔵
と
み
代
、
森
島
国

男
、
八
剣
達
雄

(
順
不
同
敬
称
略
)

ER罪
ン

ト

を

お
貸
し
し
ま

町
日
赤
分
区
で
は
、
天
世
帯
一
一
一
張
争
整

備
し
、
町
内
の
行
事
、
葬
祭
、
子
供
会

活
動
等
に
無
料
で
お
貸
し
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
役
場
厚
生
課
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

午后 表千家
12 13 茶道心f皐(笑溜 2) 大洗町役場 7:00 

平戸美津江先生-9:00 

話し方のポイン、ずト NHK水戸放送局
17 -話し方じょっ " " アナウンサー田中勝美先生

へた

本年内の反省と

" 
大洗町教育委員会社教

20 " 教室生全員評価

結婚(その 2) 笠間市青少年センター
21 -結婚の条件活と " " 運営委員長霜回実先生

生設計
1 

大洗町教育委員会
28 

郷土の歴史

" " 大久保事務局長-名所、 l日跡

結婚(その 3) 大洗町教育委員会社教
7 -結婚についての " " 教室生全員

青年感

社会生活と 土浦短期大学教授
10 " " 塚本勝義先生人間関係

2 
レクリェーション 大洗町教育委員会社教磯浜小学校

18 -バレーボール
体育館 " 教室生全員(実技)

家庭の法律
大洗町役場

弁護士
25 -不動産の法律知 " 野中邦子先生

識

テーブルマナー 水戸市

" 
西洋主主

4 I '(実習) 西洋堂 チー7'7スター

3 
開講式 大洗町教育委員会社教

11 年(修了証授与評) 大洗町役場 " 教室生全員間の反省、 価
ー目白」ーー・

大洗時青年教室年間学習計西表

※県外移動研修(1泊 2日)は、別途計画し実施し、たします。

月 日 学習主題 4k 三 場 待問 講師・助言者

開「余講式 記念講演 午后 日本レクリェーション
15 暇とレクリェ 大洗町役場 7:00 

指導者大森真一先生
一一ンヨン」 -9:00 

10 20 
フィルム

" " 
大洗町教育委員会社教

フォーラム 教室生全員

29 
日本人の心と

" " 
リリ一文化服装学院長

7 ナー 大久保久子先生

8 郷土の未来像 " " 加藤町長

12 日本経済の動向 " " 
茨城新聞社専務取締約

三倉年男先生

11 19 
写真撮影のポイン

" " 
大洗第一中学校教諭

ト-構図を考える 久野正夫先生

26 体力測定
磯浜小学校

" 
大洗町教育委員会社教

体育館 教室生全員

29 茶道心得(実習 1) 大洗町役場 " 
表千家

平戸美津江先生

結婚(その 1) 茨城大学教授
3 

結婚と人生 " " 岡山超先生

レクリェーション 磯浜小学校 日本FD連盟茨導城者県F
10 

ク-ゲダーンムス ・(実フ技ォー) " D連島恭規公認、指
体育館 飯 子先生
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の
お
年
寄
り
1
人
当
り
の
医
療
費
や
比

較
す
る
と
、
何
ん
と
一
同
%
も
増
え
て
お

り
ま
す
o
こ
の
よ
う
に
、
決
し
て
医
療

費
は
無
料
で
は
あ
h
y
ま
せ
ん
o
医
療
費

削

老

人

医

療

費

の

持

料

品

開

問

的

支

給

制

度

と

支

払

い

状

況

へ

と

お

医

者

さ

ん

を

変

え

た

り

、

病

院

を
社
交
の
場
代
h
u
に
し
た
り
し
て
、
医

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
叩
歳
一
人
と
身
体
障
害
者
の
方
(
年
金
手
綬
等
部
表

ωで
判
る
よ
う
、
年
々
医
療
費
一
療
費
の
ム
ダ
使
い
を
し
な
い
よ
う
み
ん

以
上
の
お
年
寄
り
が
医
療
を
受
け
る
場
一
を
持
ち
、
障
害
年
金
一

1
一
一
級
・
身
障
一
は
上
昇
し
て
お

D
、
組
年
度
と
印
年
度
一
な
で
協
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

合
、
町
が
お
年
寄

D
に
代
っ
て
、
医
療
一
手
帳
一

i
一
一
一
級
)
は
該
当
し
ま
す
の
で
一

費
を
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
制
度
で
一
国
保
係
に
ご
連
絡
下
さ
い
o

一

一

明

健

康

保

険

が

変

っ

た

と

き

の

崩

出

す
o
こ
の
た
め
に
は
、
叩
歳
の
誕
生
日
一
さ
て
そ
れ
で
は
、
こ
の
制
度
が
で
き
一

1

の
月
始
め
に
、
保
険
証
と
印
か
ん
を
お
一
て
か
ら
、
町
で
今
ま
で
に
ど
の
位
の
医
一
お
年
寄
D
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
一
だ
く
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
ず
か
ら
ご

持
ち
に
な
っ
て
、
住
民
課
国
保
係
で
手
一
療
費
を
お
年
寄
り
に
代
っ
て
支
払
っ
た
一
保
険
が
変
っ
た
と
き
(
た
と
え
ば
国
保
一
注
意
下
さ
い
。

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
町
一
か
、
ご
参
考
ま
で
に
そ
の
状
況
を
お
知
一
か
ら
船
員
保
険
に
変
っ
た
よ
う
な
場
一

O
届
出
の
と
き
持
参
す
る
も
の

歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、
ね
た
き
h
y
の
一
ら
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
合
)
は
、
必
ず
現
在
か
か
っ
て
い
る
お
一
同
老
人
医
療
受
給
者
証

円
医
者
さ
ん
と
住
民
課
国
保
係
へ
、
す
ぐ
一
帥
国
民
健
康
保
険
証
又
は
社
会
保
険

叩

万

に

届

出

る

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

一

証

な
お
、
届
出
が
遅
れ
る
と
、
前
で
支
払

っ
た
医
療
費
を
本
人
よ
り
返
し
て
い
た

(4) 第 79号し通

〔⑧老人医療費支給状況〕

らあお
〔表 I) 

お

20 

15 

日
年
度

医療費総額

12，235件_-国
""'~ 回. .. 

戸F
a 戸

1l ~219{4'.....戸 F
.r戸'.... 1人当りの医療費

ω年
度

同
日
年
度

20，000 

15，000 

10，000 

万円

こ|臨

ん|鐸
14な I:&:
日と 1

1
プ

以き|ぷ
内は|日
に必

， . 

崩ず
出
を
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世
帯
主
は
自
分
の
家
族
に
異
動
が
あ

っ
た
場
合
、
た
と
え
ば
社
会
保
険
に
入

っ
た
時
や
め
た
時
、
他
市
町
村
へ
転
出

し
た
時
転
入
し
て
き
た
時
、
赤
ち
ゃ
ん

が
生
れ
た
時
な
ど
必
ず
H
日
以
内
に
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
遅
れ
ま
す
と
国
保
税
が
適
正
に
課
税

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
お
忘
れ
な
く
、
住
民
課
窓
口
係
へ

速
か
に
届
出
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
ご
参
考
ま
で
に
、
ど
ん
な
時
に
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
次
の
表

に
あ
ら
わ
し
て
見
ま
し
た
。

「
園
民
健
・
藤
保
険
の

手
続
き
」

O
扶
養
家
族
の
、
社
会
保
険
加
入
へ
の

お
勧
め

e
d
v
 

扶
養
親
族
(
息
子
さ
ん
又
は
娘
さ

ん
)
が
会
社
に
勤
め
て
い
て
社
会
保
険

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
以
上
の

ご
両
親
で
所
得
が
な
け
れ
ば
、
会
社
へ

手
続
き
す
る
と
社
会
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
所
得

が
あ
っ
て
も
、
社
会
保
険
が
扶
護
家
族

と
し
て
認
定
で
き
る
所
得
以
下
で
あ
れ

ば
、
同
じ
よ
う
に
社
会
保
険
へ
加
入
で

き
ま
ず
か
ら
、
息
子
さ
ん
が
勤
め
て
い

る
会
社
へ
聞
い
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ご
両
親
が
息
子
さ
ん
た
ち
と
別
居
の

場
合
は
、
「
遠
隔
地
の
保
険
証
」
と
言

っ
て
、
ご
両
親
だ
け
別
冊
の
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
不
便
な
く
今
ま

で
ど
う
り
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま

す
o
社
会
保
険
に
入
れ
ば
、
国
保
税
ぞ

納
め
る
必
要
な
ち
り
ま
せ
ん
o
社
会
保

同
昭
和
日
年
度
者
人
民
療
費

受

給

者

一

一

祉

交

付

状

、

況

7
月
1
日
か
ら
受
給
者
一
誌
が
新
し
く

な
D
ま
し
た
が
、

6
月
に
ご
提
出
い
た

だ
い
た
申
請
書
の
審
査
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申量
書会
、療

受費

義語
数者

件交

霊

険
の
被
扶
養
者
と
な
る
資
格
の
あ
る
方

は
、
一
日
も
早
く
息
子
ざ
ん
達
に
相
談

し
、
扶
整
家
族
の
認
定
を
受
け
る
よ
う

お
勧
め
い
た
し
ま
す
o

O
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
お
願

'ν
 保

険
証
は
必
ず
医
療
機
関
の
窓
口
へ

提
示
し
て
下
さ
い
。
老
人
医
療
及
び
福

祉
医
療
受
給
者
の
方
は
、
受
給
者
誌
も

一
緒
に
提
示
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
も
し
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て

い
て
、
途
中
で
国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
へ
、
社
会
保
倹
か
ら
国
民
健
康

保
険
に
変
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
お
医
者

さ
ん
と
住
民
課
の
窓
口
ヘ
届
出
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
こ
の
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、
あ
と
で
国
民
健
康
保
険
や
社
会

保
険
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
、
本
人
よ

D
返
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
D
ま
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。
ま

だ
継
続
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場

合
は
、
月
始
め
に
必
ず
お
医
者
さ
ん
の

窓
口
へ
、
保
険
証
を
提
示
し
て
下
さ
、
。

ω老
人
医
療
費
受
給
者
証
を

交
付
さ
れ
た
も
の
別
件

ω本
人
が
生
活
保
護
受
給
者

の
た
め
交
付
さ
れ
な
い
も

の

お

件

。

ω本
人
が
健
康
保
検
未
加
入

の
た
め
交
付
さ
れ
な
い
も

の

4
件

ω本
人
及
び
扶
養
義
務
者
が

所
得
制
限
に
該
当
ト
醤
医

療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
一
歳
ま

た

も

の

必

件

で

の

乳

児

、

重

度

心

身

障

害

者

(
2級

O
老
人
本
人
の
前
年
の
所
得
が
七
十
万
一
以
上
に
該
当
す
る
者
)
、
所
得
制
限
者

以
上
又
は
、
扶
養
義
務
者
が

(
5人
一
の
河
歳
以
上
の
老
人
と
ね
た
き
り
老
人

家
族
標
準
)
六
百
八
拾
参
万
四
千
円
一
(
伍
歳
か
ら
印
歳
ま
で
)
の
医
療
費
を
、

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
、
老
人
医
療
一
町
が
代
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
支
払
ヨ
制

に
該
当
せ
ず
、
福
祉
医
療
受
給
者
証
一
度
で
す
o
必
年
度
よ
h
u
実
施
さ
れ
て
お

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
は
老
人
一

医
療
と
同
様
、
町
が
代
っ
て
お
支
払
一

い
し
ま
す
の
で
老
人
本
人
は
無
料
で
一

1
1
1
1ノ

す
0

(

町

の

事

務

処

理

だ

け

が

異

る

一

況

だ

け

で

す

。

)

一

状

)

。
お
年
寄
D
が

毎

日

健

康

で

過

せ

る

よ

一

給

費

主

食

生

活

の

聞

で

次

の

こ

と

に

気

一

支

療

主

一

費

匿

を

つ

け

ま

し

ょ

う

一

止

尼

山

米

飯

ぞ

大

食

し

な

い

よ

う

に

し

ま

一

副

じ

一

4
φ
=

弓づ

し

よ

う

。

一

療

ω塩
ざ

け

・

つ

け

も

の

・

タ

ラ

コ

な

一

医

ど
の
、
塩
か
ら
い
も
の
は
と
り
す
一
弘
ザ

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

i

h

r

L

ωあ
ぶ
ら
み
の
多
い
肉
・
バ
タ
l
・
一
一

I
l
l
l

一

内

ζ

一フ
i
ド
な
ど
の
、
動
物
性
脂
肪
分
一
表

は
心
臓
病
や
動
脈
硬
化
症
の
原
因
一
〔

と
な
D
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
一

ひ
か
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
弘
、
f
z丸

ω新
鮮
な
両
野
菜
・
く
だ
も
の
・
海
草
一
一
-
問
問
調

類
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
と
る
よ
一

}
t
t

ヘペ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

へ

@
s
V
J舟

間
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
足
し
て
、
体

?
?
J
ミ

重
の
調
整
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
o

国保にはいる場合 国保をやめる場合 そ 。〉 他

届ら 転 職 や 子 生な 転 職 い 死 生う
市町わつ

世つ 世し {険采き 高額けう
出な 入 場 め 供 活つ

す出
場つ 亡 活に 者主手たと 帯をにょをい し 等た 七ミ

保議たと
(l) 1:こ し {呆な 村た 証

療養ると
し場 て のと 生 る 健と 丈二 護 つ 内と やき わし を
な合 き 健き ま をき と 康き と をた でき 氏 けた な 費き
(t た 康 れ つ き 保 き 7 と {主 名 たとく (l) 

れ と イ呆 た tt 険 けき 所 が りきし 支
(;1: き 険 と な る 七ミ 七、 し、 た 車合
な を き lま よ 台、 わ 'フ と を

印 印保
か印保被

~~保 ~~ 印険証証 印 死 印イ護呆 印 印 ~~ ~~ 印

央十p寺， 
カ〉 か 険

かん議廃
缶、 か者が明 か 亡 -h 台、 台、 か 台、 -h‘ 

ん んを ん険 ん ん証未で んを ん 決 ん ん ん ん ん
す -や -者 止・ ~交き -証 { 疋

る 職め 母 証
知通 被保

同職付る f保宣す明 被通 被 被 も夜 被
も 場た 子 方場のも 保安書日 f果

証保険者

イ呆 f呆
(l) の 証 手 書検 ののとの 険る

者証日金 者険
険

証険者健 明 帳
証者

被保き)
証者のも 者

康書・ 保険は 証 証

こんなとき世帯主拡必ず属出をと 14盟以内に

州

問

西

山

療

福

祉

費

支

給

制

度hυ

ま
す
が
、
現
在
乳
児
山
田
名
、
重
度
身

障
者
花
名
、
一
所
得
制
限
の
叩
歳
以
上
の

老
人
組
名
が
、
こ
の
制
度
の
恩
恵
に
浴

し
て
お
D
ま
す
。
で
は
こ
の
一
一
一
年
間
に

町
は
ど
の
位
医
療
費
や
支
払
っ
た
か
、

ご
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
o

7 

万円

6 

5 

4 

医療費総額

万円

件」時
間

日

目

費

丸

田

療出

医

由

の

回

目

川

，

，

p
r

一一
〆

1

d
F
 d

v
 d

F
 J

 
d
F
 

J
『

印

年

度

州
制
年
度

幼
年
度

1，000 

2，000 

医
療
福
祉
費
受
給
者
の
方
あ
健
康
保

険
が
変
っ
た
相
場
合
に
は
、
家
の
方
が
注

意
し
て
、
い
ま
か
か
っ
て
い
る
お
医
者

さ
ん
と
、
役
場
住
民
課
国
保
係
へ
届
出

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

注 (1)転入、転出、転居などのときは届出を一緒に手続きをしなければなりません。

(2)素人医療及び福祉医療受給者は必ず受給者証と保険証を一緒に持参して下さい。

特
弼
弔
慰
金
間
関
償
の

国
蝿
上
、
げ
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

買
上
金
額
十
万
円

戦
没
者
遺
族
に
支
給
さ
れ
た
特
別
弔
一
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
総
て
買
上

慰
金
(
一
一
十
万
円
国
債
)
は
、
第
一
回
一
償
還
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

受
領
が
本
年
六
月
十
五
日
で
、
現
在
十
一
例
内
臓
の
た
め
ミ
シ
ン
、
あ
み
も
の

八
万
円
残
っ
て
お
り
ま
す
。
一
機
購
入
、
民
宿
経
営
資
金
、
行
商
用

こ
の
た
び
、
左
記
三
件
の
国
債
に
つ
一
具
購
入
、
営
業
資
金
、
駄
菓
子
開
后

い
て
異
上
償
還
を
行
v

ヨ
」
と
に
な
h
u
ま
一
そ
の
他
事
業
上
必
要
な
資
金

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。
一

O
手
続
き
:
:
:
役
場
厚
生
課
民
生
係

O

貿
上
の
事
由
:
:
:
事
業
資
金
と
し
一
に
「
由
民
上
申
請
用
紙
」
が
あ
h
y
、
そ

国

名

買
上
限
度
額

{責

特
別
弔
慰
金
国
債

(
額
面
二
十
万
円

十

万

円

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

国
債
(
額
面
六
十
万
円
)

二
十
万
円

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

国

債

額
面
に
よ
り
異
る

〔表 2-2) 

[⑮医療福祉費支給状況1
(重度心身障害者)j 

〔表 2-3) 

[⑮医療福祉費支給状況1
(70歳以上老人所得制限者)j

n
u
z
u
n
H
v
p
h
υ
A
U
 

q
d
q
L
n
L
1
4
唱

1

1，500 

れ
に
記
入
押
印
の
う
え
提
出
し
て
下

さ
い
o
約
一
カ
月

1
二
カ
月
以
内
に

買
上
が
決
定
し
国
民
金
融
公
庫
よ
h
y

受
領
で
き
ま
す
。

国
債
の
割
賦
数

。
十
万
円
貿
上
げ
た
利
息
が
五
年
間

@ 

'" '" 511{牛 -494P

"'" ノ戸.... 
301件_""，"'~ 1人当りの医療費

". 

2，000 

1，500 

1，000 

500 
10 

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
(
二
十
万
円
)

未
請
求
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か

25 

20 

15 

情
a

F

1

mげ

av

惑
H

a
F

療

d
v

一
時
-

f

川
川

一ー↑↑aF

パ

山
町

J

U

回

1

件掛
川
m

A

F

E

M

 

A
F
 

一♂『

1，000 

500 

万円
印

年

度

ω年
度

総
年
度

万円万円
印
年
度

州
四
年
度

同
四
年
度

万円

で
一
九
、

0
0
0円
に
な
り
ま
す
の

で
国
債
の
二
万
円
券
割
賦
枚
数
は
よ
ハ

枚
、
つ
ま

D
十
一
一
万
円
と
な
り
ま

す
。
そ
の
残
り
に
つ
い
て
は
昭
和
五

八
年
に
同
公
庫
か
ら
返
還
さ
れ
ま

す。

し
た
。

一
、
支
給
さ
れ
る
者

付
昭
和
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
特
別

弔
慰
金
(
一
二
万
円
)
や
支
給
さ
れ
た

遺
族
及
び
受
給
資
格
は
あ
っ
た
が
請

求
し
な
か
っ
た
者
。

同
昭
和
十
六
年
十
二
月
以
後
に
死
亡

し
た
者
(
昭
和
十
一
一
年
七
月
七
日
以

後
負
傷
を
し
病
に
か
か

D
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
以
後
死
亡
し
た
者
を

含
む
)
で
、
弔
慰
金
を
支
給
さ
れ
た

遣
決
。
た
だ
し
昭
和
五
十
年
四
月
一

町
で
は
昨
年
四
月
よ
り
、
町
報
回
覧

等
に
よ
h
u
周
知
し
特
別
弔
慰
金
(
二
十

万
円
)
請
求
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
が

未
だ
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
遺
族

が
お
り
ま
す
。
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

以
降
の
戦
没
者
遺
族
で
何
ら
の
処
遇
も

受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
役
場
厚
生

諜
民
生
係
へ
拍
相
談
し
て
下
さ
い
。

@
特
別
弔
慰
金

終
戦
三
十
周
年
に
当
h
y
、
戦
没
者
の

遺
族
に
対
し
弔
慰
や
表
す
た
め
、
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
h
u
ま

文学蓄えEど1，000冊

小i苔さん(新町)が

公民館に寄贈

最
近
の
物
価
高
は
書
籍
類
に
も
あ
ら

わ
れ
、
い
ち
い
ち
本
を
買
っ
て
読
む
こ

と
も
な
か
な
か
大
変
で
す
。

さ
き
ご
ろ
、
新
町
に
住
む
小
沼
習
之

助
側
さ
ん
か
ら
町
の
公
民
館
に
、
一
一
十

数
年
に
一
旦
っ
て
集
め
ら
れ
た
、
文
学
金

集
・
歴
史
書
な
ど
一
、

0
0
0冊
に
及

ぶ
愛
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
一
冊

で
も
多
く
、
読
書
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
町
の
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
ご
本
人
の
意
志
に
よ
h
u
、
図

書
館
が
で
き
る
ま
で
は
、
各
小
中
学
校

P
T
A母
親
文
庫
・
読
書
会
な
ど
責
任

の
も
て
る
団
体
へ
の
貸
出
し
に
よ
り
、

利
用
を
は
か
つ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
現
在
で
恩
給
を
支
給
さ
れ
て
い
る

遺
族
は
支
給
さ
れ
な
い
。

同
日
撃
事
変
(
昭
和
十
二
年
七
月
七

臼
)
か
ら
大
東
亜
戦
争
に
入
る
ま
で

の
閣
に
、
戦
没
し
た
者
の
遺
族
で
、

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
、
恩
給

を
う
け
て
い
る
も
の
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

ニ
、
請
求
で
き
る
も
の
の
順
位

付
戦
没
者
等
の
配
偶
者

日
目
戦
没
者
等
の
子

同
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母

兄
弟
姉
妹

同
付
同
伺
に
か
か
げ
る
遺
族
が
い

な
い
た
め
、
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
者

右
の
順
位
に
よ

b
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
現
在
で
、
先
順
位
に
あ
る
も
の

一
人
だ
け
が
請
求
で
き
ま
す
。

三
、
今
回
支
給
さ
れ
る
額

一
一
十
万
円
(
記
名
国
債
、
無
利
子
、

十
年
聾
題
、
第
一
回
目
の
支
払
は
、

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
五
日
)

回
、
議
求
期
限
昭
和
五
十
一
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で



昭和51年 11月15日し通らあおお

訪
問
時
販
売
に
時

最
近
ガ
ス
も
れ
警
報
器
や
消
火
器
、

衛
生
用
品
、
呉
服
地
な
ど
の
販
売
方
法

に
つ
い
て
苦
情
が
培
え
て
い
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ

た
り
、
強
引
さ
に
負
け
て
不
必
要
な
物

を
買
わ
さ
れ
た
り
、
品
質
が
粗
悪
、
契

約
し
た
も
の
と
商
品
が
ち
が
う
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
が
絶
え
ま
せ
ん
o

業
者
側
で
は
「
訪
門
し
て
玄
門
に
入

れ
て
く
れ
た
ら
開
%
O
K
L
と
社
員
研

修
を
徹
底
し
て
い
る
と
一
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
で
は
「
訪
門
販
売
等
に
関
す
る

法
律
」
(
五
一
年
六
月
公
布
・
公
布
の

日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
施
行
)
が
作
ら

一
れ
ま
し
た
o
ど
の
商
品
が
こ
の
対
象
(
指

一
定
商
品
)
に
な
る
か
は
目
下
検
討
中
で
す
o

一

4
日
以
内
な
ら
解
約
で
き
る

一

ー

ー

ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

一
商
品
代
金
ぞ
支
払
い
、
そ
の
場
で
商

↑
品
や
受
け
と
っ
た
場
合
は
こ
の
制
度
は

一
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
商
品
購
入
の
申
し

一
込
み
を
し
た
り
、
売
買
契
約
の
後
、
冷

一
静
に
な
っ
た
ら
買
う
必
要
が
な
い
と
忠

一
っ
た
時
は
、
契
約
の
一
書
面
を
受
け
取
っ

一
た
臼
、
ま
た
は
解
約
で
き
る
旨
を
告
げ

翻
心
の
詮
4

を

第 79号

セィt..i(_マ〉品き紫品
うのみιしない

車壬をLくEPかι屯

キ伊きない

イセ‘金町文才*"主
し号(/¥

拾い止う 1-1和財'4~'Jど韮F・
1主義i三者L

1";;:-Ll~う内書面E議官長時

(5) 

一
O
書
道
関
根
厚
、
田
口
登
一
、
稲
野

辺
喜
平
、
大
貫
ふ
く
、
寺
家
亀
嘉
代
、

吉
本
清
輝
、
関
根
敬
、
内
山
光
正
、
石

田
平
義
、
黒
沢
弘
道
、
桧
山
誠
次
、
井

川
英
之
、
川
俣
清

O
手
芸
品
桜
井
正
子
、
菊
地
ひ
さ
、

佐
藤
正
明
、
佐
藤
留
七

ら
れ
た
日
か
ら
4
日
以
内
な
ら
、
書
面

で
申
し
込
み
の
撤
回
、
解
約
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
損
害
賠
償
や
違
約
金

は
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
し
た
い
こ
と

O
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
玄
門
に
入
れ
る
前

に
訪
門
の
目
的
を
間
く
こ
と
。
必
要
が

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
D
断
り
ま
し
ょ
う
0

0
氏
名
・
名
称
・
指
定
商
品
の
種
類
を

明
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

O
業
者
か
ら
渡
さ
れ
た
契
約
書
な
ど
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
o

※
苦
情
相
談
は
役
場
ヘ

苦
情
処
理
の
真
の
解
決
は
消
費
者
自

身
が
行
う
の
が
原
則
で
す
が
消
費
生
活

の
安
定
@
向
上
の
た
め
窓
口
を
役
場
企

画
室
に
設
置
し
苦
情
の
処
理
・
情
報
の

提
供
等
消
費
者
の
意
見
反
映
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
o
泣
き
寝
入
D
す
る
の
は
替

の
こ
井
被
害
が
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
o

相
談
場
所
H
H
H
役
場
企
画
室

T
E
L七
局
五
一
一
一

内
線
二
十
二

加
藤
町
長
は
、
去
る
九
月
十
四
日
町

内
の
高
令
者
七
名
を
訪
問
し
て
元
気
な

ご
様
子
を
拝
見
し
近
況
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。本

町
の
最
高
A
議
官
は
、
男
性
で
は
、

永
町
十
一
ニ
区
の
白
山
藤
吉
き
ん
(
九
十

六
才
)
。
女
性
で
は
二
丁
包
一
区
の
、
小

松
崎
は
な
さ
ん
(
九
十
五
才
)
で
す
。

長
寿
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
孫
、
曾
孫

(
ひ
こ
)
玄
孫
(
ゃ
し
ゃ
ご
)
ま
で
み

ら
れ
た
方
。
今
で
も
経
理
帳
簿
を
記
帳

さ
れ
て
い
る
方
。
役
場
ヘ
気
軽
に
所
要

に
来
ら
れ
る
方
。
毎
食
事
に
納
豆
を
欠

か
せ
な
い
方
o
親
子
で
敬
老
会
招
待
を

受
け
た
方
々
が
お
ら
れ
、
皆
さ
ん
は
す

こ
ぶ
る
お
元
気
で
し
十

九
十
歳
以
上
の
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
o

O
磯
浜
地
区

田
山
藤
吉
さ
ん
九
六
歳
永
町

米
川
な
か
さ
ん
九
四
歳
明
神
町

小
松
崎
は
な
さ
ん
九
五
歳
二
了
自

関
根
政
太
郎
さ
ん
九
一
歳
一
丁
目

阿
内
き
く
さ
ん
九
十
歳
二
丁
目

久
米
あ
さ
さ
ん
九
二
歳
二
丁
目

松
本
か
ね
さ
ん
九
一
歳
通
町

川
崎
あ
き
さ
ん
九
十
歳
新
町

飛
田
き
く
さ
ん
九
三
歳
永
町

山

崎

明

さ

ん

九

十

歳

永

町

宮
崎
常
次
郎
さ
ん
九
一
歳
永
町

金
沢
と
く
さ
ん
九
十
歳
永
町

飛
聞
は
る
さ
ん
九
十
歳
髭
釜
町

O
大
貫
地
区

黒

羽

晃

さ

ん

九

二

歳

寺

釜

佐
藤
吉
太
郎
さ
ん
九
一
歳
蔵
前

雨
沢
あ
き
さ
ん
九
十
歳
舟
渡

O
夏
海
地
区

深
作
あ
き
さ
ん
九
三
歳
上
宿

米
川
き
く
さ
ん
九
四
歳
中
宿

深
作
あ
さ
さ
ん
九
一
歳
中
宿

小
野
田
て
い
さ
ん
九
十
歳
中
宿

「う切8歳一寸37 )'、

男 12人

女 25人

大洗町の高令者

70歳 以 上 の 方

1，345人

男 500人 (37%)

女 845人 (63%)
;品

在

第
一
一
自

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

静関

か

る

茨
城
国
体
の
開
催
を
記
念
し
て
、
昨
一
参
加
者
は
次
の
通
り
で

年
よ
り
十
月
の
第
一
一
一
日
曜
日
に
、
ス
ポ
一
す
0

1
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
ス
ポ
ー
ツ
の
一
@
紅
白
玉
入
れ
j
大
洗
老
人

お
祭
り
)
が
那
珂
町
の
笠
松
運
動
公
園
一
大
学
生

で
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
一
。
お
き
か
え
リ
レ
!
・
ボ
ー

さ
る
十
月
十
七
日
秋
晴
れ
の
空
の
下
で
一
ル
送
D
リ
レ

l
i大
貫
小

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
o
当
町
よ
D
一

P
T
A

は
二
百
余
名
が
参
加
し
、
楽
し
い
一
日
一
@
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
ー

を
過
し
ま
し
た
o
ま
た
、
昼
の
休
憩
時
一
明
石
保
育
麗

に
は
全
員
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
民
謡
一
@
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

お
ど
D
な
ど
を
し
、
ゲ
l
ム
に
熱
が
入
一
祝
町
、
磯
浜
、
大
費
、
夏

り
ま
し
た
o

↑
海
地
区
代
表
者

第
十
八
回
大
洗
町
民
野
誌
は
、

町
内
よ
り
一
一
一
十
五
チ
l
ム
が
参
加
し
、

λ

ざ
る
九
月
十
九
日
よ
り
各
一
品
目
の
四

L
1
F
日
聞
に
わ
た
D
激
戦
が
く
D
ひ
ろ
げ
ら

軸

捕

す

れ

ま

し

た

o
十
月
十
日
の
震
終
日
に
は

蜘
内

3
1
f
J

決
勝
、
、
準
決
勝
一
一
一
試
合
が
行
な
わ
れ
、

4
2
3
5品
そ
の
結
果
、
大
洗
ア
ロ
ー
ズ
チ
ー
ム
が

弘

を

初

優

勝

毒

D
ま
し
た
。

ぺ
戦
入
賞
及
び
個
人
質
は
次
の
と
お
D
で

問

先

叫

す

。

F
円

円

一

一

優

勝

大

洗

ア

ロ

ー

ズ

チ

l
ム

」
4

匂
準
優
勝
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
チ
l
ム

P

器

す

B
B
吋

一

一

一

位

イ

i
グ
ル
ス
チ
ー
ム

し

?
L

，

刀

同

動

燃

大

洗

チ

l
ム

、

を

個

人

質

事
杯
霊
殊
勲
章
賞

i

J

J

4

4

乏

大

川

渉

選

手

藤

子

(

大

洗

ア

ロ

ー

ズ

)

一

了

師

打

撃

賞

米

川

博

行

選

手

翻

山

町

(

大

洗

ア

ロ

i
ズ
)

松
葉
進
一
選
手

(
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
)

敢
闘
賞

第 18田大洗罰T長杯函T畏野膿大会組合せ表(数字は得点です)

勝

2 

優

1 

優
勝
し
た

大
洗
ア
ロ
ー
ズ
チ

i
ム

部
新
屋
自
工

出
大
洗
ア
ロ

i
ズ

お
レ
ッ
ド
フ
オ
ツ
ク
ス

詑
海
の
子
供
の
国

担

H
T
L

却
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
カ
ス

mm
若

波

叩

ω
若
溺
ク
ラ
ブ

訂
原
研
大
洗

部
み
の
り
会

お
や
ま
び
』
」
会

担
動
燃
実
験
炉

お
動
燃
大
洗

泣
第
一
分
団

幻
老
人
ク
ラ
ブ

却
大
洗
ゃ
ハ
イ
キ
ン
グ

四
カ
ブ
ト
グ
ラ
ブ

日
商
工
会
青
年
部

ロ
ス
ト
ロ
ン
グ
ナ
イ
ン

日

イ
i
グ
ル
ス

日
ウ
ェ
ー
ブ
ス

M
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

日
コ
メ
ッ
ツ

ロ
ニ
ュ
ー
ス
タ
l
ズ

ロ
ミ
ッ
キ
i
マ
ウ
ス

刊
第
二
分
団

9
若

潮

8
役

場

ω

7
常
陽
産
業

6
新

友

会

5
モ
ン
ロ
ー

B

ズ

4
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

3
シ
l
ガ
ル
ズ

2
日
本
核
燃

l
荒

潮



(6) 第 79号

痛

膿4

町
で
は
、
年
一
回
行
っ
て
い
る
成
人

病
検
診
の
中
に
、
尿
酸
の
検
査
と
し
て

と
D
入
れ
て
お

D
、
今
回
の
検
査
で

は、

8
名
ほ
ど
高
尿
酸
血
症
者
が
出
ま

し
た
。

足
ゆ
び
の
激
痛
で
こ
の
病
気
を
知
る
わ

け
で
す
o

痛
風
は
か
つ
て
↑
、
日
本
に
は
積
向
ど

な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
而
し
、
ま
れ
で
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

と
間
違
い
ら
れ
た
様
で
す
o

時
間
風
、
腰
痛
と
も
に
痛
い
と
い
う
字

が
つ
い
て
る
が
、
痛
風
の
場
合
は
痛
み

の
度
合
が
極
端
で
、
凄
い
痛
み
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
痛
風
の
特
徴
が
あ
れ

J

ま
す
。而

し
、
普
段
は
全
く
症
状
が
な
い
の

が
ま
た
特
徴
で
も
あ
り
、
あ
る
日
突
然

し通

El持Q~
チ
一
)
刊
以
J

ウ
一
・
・
』

ら

年

発病

経過

犯されやす
い関節

全身症状

特有の変化

局所の発赤

字奪 痛

腫脹

あおお昭和引年11月15日

リウマチ熱

子どもが多い

女=男

変形性関節症

中年のふとった人

女孟男

痛風

中年の肥満男

女<男

) 

卜一j吋若い女性

女>男

発
痛
の
動
機

正
常
尿
酸
値

勇
・
悶

1
五
、
女
-
一
一
ア
、

J

園

高
尿
駿
値

男
・
七

1
八
、
女
・
六

i
七

而
し
、
一
度
の
測
定
で
高
尿
酸
血
症

と
き
め
る
の
は
早
計
で
あ
D
、
又
高
尿

酸
血
症
が
た
だ
ち
に
痛
風
で
あ
る
と
は

言
え
ず
、
約
泌
が
何
等
か
の
き
っ
か
け

で
痛
風
と
し
て
発
病
す
る
が
、
尿
路
結

石
、
腎
蔵
結
石
、
勝
統
結
石
等
痛
風
以

外
の
こ
れ
ら
の
発
病
も
あ
り
ま
す
。

症
状
(
急
性
痛
風
)

典
型
的
な
場
合
に
は
、
発
作
の
か
た

ち
で
一
つ
の
関
節
に
は
げ
し
い
痛
み
を

お
こ
し
、
お
さ
↑
ま
る
と
長
い
間
休
止
規

を
お
い
て
、
ま
た
発
作
を
お
こ
し
ま

す。治
療
が
不
十
分
で
あ
っ
た
hu、
ほ
お

っ
て
お
く
と
慢
性
痛
嵐
の
か
た
ち
に
な

薬剤(サイアザイド他)、

悪性燈蕩心・腎疾患、高

血圧、その他

二次性痛風の原因

婚勧痛E乱の新しい概念

一次性痛風の

原因

先天性尿酸壬

成過剰l

先天性尿酸排

t世不全

発
見
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。
一
な
お
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
、

ま
た
、
一
両
尿
酸
血
症
又
は
痛
風
と
診
一
結
核
は
も
ち
ろ
ん
肺
が
ん
や
心
臓
の
病

断
さ
れ
た
人
は
、
主
治
医
の
指
示
の
も
一
気
等
も
わ
か
り
ま
す
。

と
に
定
期
的
な
血
液
尿
酸
の
検
査
を
う
記

け
る
o
し
ろ
う
と
療
法
は
絶
対
に
禁
物

で
す
o

っ
て
、
方
々
に
関
節
の
コ
ブ
や
変
形
、

の
ち
に
は
、
何
腎
、
血
管
系
の
合
併
を

お
こ
し
余
命
を
短
か
く
し
ま
す
。

薬
剤
の
長
期
連
用
に
よ
り
、
再
び
血

清
尿
酸
が
上
昇
し
、
発
作
の
お
こ
ら

な
い
様
に
す
る
o

急
性
発
作
時
の
症
状

予

防

慢
性
痛
風
に
追
い
こ
ま
な
い
様
に
、

年
一
回
の
成
人
病
検
診
を
受
け
、
早
期

「
結
晶
機
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
」

年
一
一
国
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

結
核
予
防
法
に
よ
り
、
国
民
は
、
年
一
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に

一
回
結
核
健
康
診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
一
再
度
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま

な
D
ま
せ
ん
。
町
で
は
去
る
九
月
と
十
一
す
の
で
、
必
ず
も
よ
り
の
会
場
で
受
診

月
の
一
一
カ
月
に
わ
た
り
、
結
核
レ
ン
ト
一
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

ゲ
ン
検
診
や
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
す
。

食
事
嘩
法

O
尿
酸
の
大
部
分
は
肉
類
を
摂
取
す
る

こ
と
で
つ
く
ら
れ
る
か
ら
、
レ
バ
ー

も
つ
は
禁
じ
て
肉
食
は
、
週
一
一
回
位

に
制
限
す
る
。

O
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
制
限
す
る
。

O
自
身
の
魚
や
卵
や
牛
乳
は
、
毎
日
食

べ
て
き
し
っ
か
え
な
い
。

O
ホ
lν
ン
草
を
ぬ
い
た
野
菜
全
般
、

果
物
、
大
一
恩
加
工
品
は
よ
い
。

O
食
生
活
改
善
#
作
げ
で
不
十
分
な
、
優
一

位
の
発
作
を
何
回
も
お
こ
す
患
者
は

尿
磁
を
排
池
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

そ

の

他

。
該
当
者

町
内
に
居
住
し
、
昭
和
五
十
一
年
四

月
以
降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

受
け
て
い
な
い
、
満
十
五
才
以
上
の

者
。
(
た
だ
し
、
学
校
に
在
学
中
の

者
及
び
、
職
場
で
定
期
的
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
者
、
結
核
患
者
、
妊
娠

中
の
者
は
除
く
。
)
で
す
。

。
一
検
診
の
受
け
方

普
段
着
又
は
仕
事
着
の
ま
ま
で
き
ま

す。
O
検
診
料
金

無
料

。
通
知

検
査
の
結
果
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た

方
に
は
、
一
カ
月
以
内
に
本
人
に
通

知
い
た
し
ま
す
o

間時

トゲン由程表
場L>、

"" 
月日間

午前 9.30

-10.30 

午前 9.30

-10.30 

亀 屋高庖前

(祝町)
旧役場前

日進旅館前

{永田了) 午前 9.30

-10.30 
前原住宅内

午前 9.30

-10.30 

レストラン大

野屋前(寺釜)

午前10.45

-11.30 
原研 住宅内

十
二
月
十
四
日
制

午後 2.45

- 3.45 

豊後展旅館前

(永町)

午後 2.45

- 3.45 

いそや旅館前

(大洗) 午前10.45

一11.30 

小柳洋品庖前

(寺釜)

十
二
月
十
日
樹

午前 9.30

-10.30 

伊藤陶器庖前

(永町)

午前 9.30

-10.30 

稲葉屋商庖前

(明神町)

善

意

の

寄

付

一

町

老

人

憩

の

家

の

備

品

と

し

て

寄

贈

い

一

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

窓

ま

れ

な

い

人

々

一
た
し
老
人
の
健
康
の
向
上
の
た
め
利
用
一
の
福
祉
の
向
上
に
努
力
し
て
行
く
考
え

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

了

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

ま

し

た

o

一
で
雪
ま
す
の
で
震
の
皆
様
方
の
御

町
善
意
銀
行
に
今
回
次
の
と
お
D
多
-
川
上
勝
一
殿
一
町
善
意
銀
行
に
お
い
て
は
、
今
ノ
僚
も
一
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

額
の
答
付
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
電
動
ア
ン
マ
機
一
台
一
皆
様
方
の
「
あ
た
た
か
い
」
善
意
を
活
一

ー

寄

付

を

よ

せ

て

い

た

だ

い

た

方

々

の

一

一

老

人

憩

の

家

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
付
の
ご
趣
旨
を
有
一
清
水
正
仰
殿
よ
り
の
、
ご
寄
付
に
つ
一
一
一
E

効
に
生
か
し
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
一
き
ま
し
て
は
、
特
に
老
人
福
祉

ωた
め

一

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
に
、
と
言
う
ご
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
の
一
九
月
十
五
日
よ
h
y
二
十
一
日
肇
官
人
一
同
期
間
中
次
の
ご
宮
前
を
い
た
だ
き

寄
付
を
ま
せ
ら
れ
た
方
々
一
で
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
議
に
諮
り
一
福
祉
適
闘
が
実
施
さ
れ
、
町
で
は
、
老
一
ま
し
た
。

大
洗
町
磯
浜
町
明
神
町
八
区
の
一
一
そ
の
ご
趣
旨
を
生
か
せ
る
ま
う
い
た
し
一
人
懇
の
家
を
無
料
開
放
し
連
日
、
民
謡
一

O
録
音
機
一
式
磯
節
保
存
会

清
水
正
伸
殿
一
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
舞
踊
、
浪
曲
の
老
人
芸
能
発
表
会
及
び
一

O
お

米

東

光

苑

一
0
0、
0
0
0円
一
川
上
勝
一
殿
よ
り
の
、
ご
寄
付
に
よ
一
書
道
、
手
芸
作
品
展
ぞ
開
き
多
く
の
方
一
早
速
憩
の
家
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

大
洗
町
大
頁
町
蔵
前
一
一
区
一
る
電
動
ア
ン
マ
機
に
つ
い
て
は
、
大
洗
一
々
に
お
楽
し
み
い
た
ぞ
レ
た
。
一
き
隠
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

レン
時

20-40オに多い

徐々に

徐々に進行

6ンツj小関節(手
径三/指・足・膝)

軽い

リウマチ結節

あっても弱い

中等度

+ 

発
作
は
夜
間
に
多
く
、
突
然
足
の
税

ゆ
び
の
つ
け
根
に
激
痛
を
お
こ
し
ま

痛
風
を
理
解
す
る
た
め
に
、
尿
酸
と
一
す
o
こ
の
、
ゆ
び
に
来
る
の
が
最
も
多

痛
風
と
の
か
ら
く
り
を
説
明
し
ま
し
ょ
一
く
、
約
叩
%
や
占
め
次
に
足
首
、
次
で

う

。

一

第

二

世

か

ら

第

五

陛

の

あ

し

ゅ

び

の

つ

口
か
ら
入
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体
一
け
根
、
環
肘
、
手
指
、
手
首
と
な
h
y

内
で
代
謝
作
用
に
よ
り
分
解
さ
れ
、
最
一
ま
す
。

終
的
に
は
尿
酸
や
尿
素
(
ア
ン
モ
ニ
一
発
作
を
お
こ
す
動
機
と
し
て
は
、
足

ア
)
と
な
っ
て
、
尿
の
一
部
と
し
て
体
一
の
稔
挫
外
傷
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
、

外
に
排
せ
っ
さ
れ
ま
す
。
一
官
一
京
会
で
の
美
食
過
労
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
産
出
さ
れ
る
尿
酸
一

-E

一

台

寮

の
量
と
、
排
池
さ
れ
る
尿
酸
の
量
と
の
一
，
酬
嘩

a
a
h

バ
ラ
ン
ス
が
破
れ
た
と
き
に
、
血
液
中
一

O
医
師
の
指
導
助
言
を
受
け
る
。

の
尿
酸
の
濃
度
が
同
唱
え
て
、
高
尿
酸
一

O
急
性
発
作
時
は
冷
湿
布
、
安
静
。

血
症
と
な
り
、
こ
れ
が
長
く
経
過
し
一

O
発
熱
で
食
慾
が
お
ち
る
時
は
体
液
が

て
、
痛
み
の
発
作
と
し
て
現
れ
て
く
る
酸
性
に
な
D
、
発
作
争
起
し
易
く
な

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
痛
風
な
の
で
す
。
一
る
の
で
罪
、
去
を
十
分
に
と
る
。

一O
慢
性
時
(
発
作
の
な
い
時
)
の
治
療

は
、
発
作
の
お
さ
ま
っ
た
時
か
ら
の

治
療
が
本
来
の
治
療
で
す
。

血
液
中
の
尿
酸
や
減
ら
す
事
が
最
も

大
切
で
、
な
る
べ
く
同
じ
医
師
の
指

導
を
う
け
、
薬
物
療
法
と
食
事
療
法

と
を
平
行
し
て
行
う
の
が
原
則
で
す
。

場L>、
'"ミ

月日

午前10.45

-11.30 

午後1.30

-2.30 

松屋米穀庖倉

庫前(新町)

十
二
月
七
日

ω

午前10.45

-11.30 

午後1.30

-2.30 

青 柳商庖前

(東光台)

松ケ丘住宅内

(祝町)

十
二
月
二
日
同

午後l.30

-2.30 

福田屋米穀底

前 (寺釜)
午前10.45

-11.30 
若宮旅館前

(永町)

十
二
月
八
日
嗣

午前10.45

-11.30 
魚浅釣具庖前

(明神町)

十
二
月
三
臼
樹

午後1.30

- 2.30 

大洗町農協倉

庫前

午後 2.45

- 3.45 

関商庖前

(矢場)
午前 9.30

-10.30 
大賞小学校前

、屯
3
F男
ゐ
由
局

h
虫
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d
初
仏
間
刷
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a
M
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l
i
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が
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h
r
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ま

-
z
y
i

f
e
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、
乙

h
口
t
h
n
u

事

制

堆

υが
寸

川

工

築

が

申

か

日

き

転

新

事

お

じ

7
だ

夢

、

工

て

応

の

く

華

や

転

つ

は

日

出

の

築

移

な

に

の

し

話

改

の

。

に

急

襲

申

霊

増

話

す

日

も

希

お

E
q
E

近

電

ま

の

て

ご

に

最

の

い

そ

れ

o

前

め

て

き

す

日

午後 2.45

- 3.45 

大洗町青年研

修会館前

午後1.30

-2.30 

稲葉支庖前

(堀割)

午後 2.45

- 3.45 

茨交ノ〈スイ亭

磯浜駅車庫前

午後1.30

-2.30 

新和印刷所前

(一丁目)

午後 2.45

- 3.45 

第一消防団詰

所前(一丁目)

十
二
月
十
五
日

ω

午前 9.30

-10.30 

第八消防団詰

所下(神山)

午前 9.30

-10.30 

藤田豆腐庖前

(平戸橋)

午前 9.30

-10.30 
ん

)

き

白
ん

了

の

二
ん

(

か
前
一 午前10.45

-11.30 

田山豆腐庖前

(上宿)

十
二
月
十
三
日
間

午前10.45

-11.30 

天理教前

(桜道) 午前10.45

-11.30 
松川公民館前午後1.30 

-2.30 

坂場酸素工業

所前(北清水)

十
二
月
九
日
同

午前10.45

-11.30 

天 松食堂前

(仲町)

午後1.30 

- 2.30 

岡野肥料庖前

(松川)

午後 2.45

- 3.45 

諏訪神社 前

(南清水)

十
二
月
六
日
間

午後1.30

- 2.30 

大洗観光ホテ

ル前(髭釜町)

午後 2.45

- 3.45 

岡村整骨院前

(桜道)

午後1.30 

- 2.30 

大洗町水道事

務所前

午後 2.45

-3.45 

大洗町保健セ

ンタ一前

郵便局からのお知らせ
⑧の手続きは、おすみですか…- も う 一 度 お 確 か
め く だ き い 。 お 手 も と の 定 額 貯 金 証 書 を 。

郵便局ではただいま昭和49年 9月23日以前にお預
け に な っ た 定 額 貯 金 の お 利 息 が 有 利 に な る 手 続 き
(⑧の手続き)をお取扱いしています。
このお取扱し、は、昭和52年 l月 131'lまでとなって

お り ま す の で 、 ま だ お 済 み で な い 方 は 、 お 手 も と の
定額貯金証書の日付をお確かめのうえ右早聞にお近
く の 郵 便 局 に お 持 ち く だ さ い 。
手続きは簡単です。また、外務員も取扱いいたし

ます。 r割 増 金 付 定 額 貯 金J および「利子分割払い
のお取扱いをされている定額貯金」は、このお取扱
いの対象から除かれますのでご了承ください。

その他くわしいことは、郵便局の窓口でおたずね
くだきい。 大 洗 郵 便 局
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